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⑮ 研究概要

豊富誠三:半導体物理学.

宮下哲:結晶成長および相転移の物理学，結晶

物理学.酸化物(ZnO，超伝導酸化物)，半導体，

生体関連物質(蛋白質，アミノ酸，ハイドロキ

シアパタイト)等を対象とし，単結晶化および

結晶成長技術の開発，結晶成長機構の研究，結

晶成長に関連した物性値の測定，結晶の評価を

行っている.

田村一郎:超微粒子凝集体および錆びのメスパウ

ア一分光.
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⑮ 研究概要

広上俊一，角田広子:計算化学的方法による分子

構造と電子状態のエネルギーおよび反応の遷移状態

の研究

高橋たみ子:光化学反応を利用する新規不斉反応

の開発研究
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